
本校は、東日本大震災の際、当時の 3年生が鑑賞教室で都心に出かけ被災しましたとその日は電
車が止まり、その劇場で■夜を明かす事態が生じました。幸い国分寺市で手配していただいた救援
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全是努妻基豪雫模草藻≧喜長え写曹糎せ「豪λ

l職員、実際に救援バスで行くように命じた教員:

これらのことを電話をはじめ通信手段が思うよう
に使えない状況で対応しました6

さて、「地域の安全安心を考える会」を地域と保護者と本校生徒会が取り組んでいたことが東京
都青少年・治安対策本部に伝わり、携帯電話やパソコンのメ‐ルの使い方を中心に「生活安全」の
分野で協力していただくことになりましたも本校はそれに加え、地震をはじめ自然災害に対応する
F防災安全」にっいての取り組みを、二年間実践して検証し、成果や課題を整理して改善を図って

いくことで安全教育推進校の指定を受けました。 11月 に行った災害時の情報の扱い方についての
公開授業は、実践的な取り組みとして東京都教育委員会をはじめ各方面から高い評価を受けまし
た。本校の実践が、他校の安全教育の推進に少しでも役立つ情報を提供できることを願うととも
に、この研究の機会を与えていただきご指導やご助言をしていただいた東京都教育委員会、国分寺
市教育委員会、及び関係機関等の皆様に感謝申し上げます。

国分寺市立第二中学校長  近藤 正幸
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卜を利用することで、見知らぬ人とも手軽にコミュ
,る反面、犯罪被害に巻き込まれることもある。そ
二系統的・体系的な安全教育に取り組み、危険を予′
ンターネット犯罪に遭わないようにする。また、

1ついて理解 し実践できるようにする。
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1避難訓練・下校訓練の工夫及び安全教育プログラムを生かした学級指導

① 情報モラル教育を中心に系統的 。体系的な安全教育に取 り

墾繕喜ん奨臭たら諮彎曇蒻意會諦言/ロ
グラムを基にした安

②
窪暑冒馨71言え:曇言]AZ重,i苓彙挙膏鱈暑冒曇首僣
して、ハイテク犯罪について危機を回避する方法を身に付け

③ 集湊杏金危忌増主5訴ンタ菫奪仄畠農黛溶畠彊意墓2ヒ と
習黛薫富止普督警習旨票馨雪をFリ

ー体となって犯罪に対す
④ 災害時の確かな情報の入手方法について理解することによ

撃湊巻言寒奪告覧援|き嬉諄警ず1界三警0モ単撃菫察覆1を
果たすことができる。

⑤ 避難訓練を様々な想定の下で実施して、自分の命は自分で
守り、その次に身近な人を助けることを意識させていく。
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○学習指導要領総則 「安全
に関する指導J

O学校保健安全法が平成21

年4月 より施行 「学校安
全計画」の策定

010年後の東京への実行プ
ログラム「子供の安全確
保の推進」

○東京都教育ビジョン

(第 2次)「安全プログ
ラムの推進」

○国分寺市教育委員会の教
育目標

世界の人々の幸福を願い、主体性をもって生きる人になる

〇 健康で たくましく生きる
○ 自ら学び 創造する
○ 心豊かに 互いを尊重する

○多摩北部に位置し、学
区域には、商業地域と
住宅地域がある。

○小中連携教育を長年継
続して実践している。

○地域の公民館を中心に
地域活動が活発であり、
活動には中学校も積極
的に参力日している。

○生徒は素直で、あいさ
つがよくできると言わ
れることもある。学力
レベルも高く、生徒会
活動も活発である。

生命尊重の教育を基盤に安全教育を推進し、自他の生命を大切にす
ることを、体験を通して考え、判断・行動できる生徒を育成する。

○安全に関する理解を深め、自ら危険を予測し、回避しようとする力
○安全に対しての理解や危険を回避する行動と地域や家庭において生か

していく力

○自分の身の回りの安全に関する課題に気付
き、的確な判断や行動ができる生徒

○各教科、道徳、総合的な学習の時間、学校行事、生徒会活動、学級活動、部活動等の全教育活動を通 して安全教育の課題を設定し、
生徒が自ら考え、行動できるようにすることを目指す。

○セーフティ教室、交通安全教室、地域安全マップづくり、防災訓1練への参加等を発達段階を考慮 して、計画・実施 していく。

○家庭や地域・社会で起こる犯罪や危険
について理解 し、犯罪に巻き込まれな
い行動がとれるようにする。

○校内外で不審者に対する適切な対処方
法や行動ができるようにする。
・セーフティ教室
・安全指導

○交通安全に対する知識・理解を深め、自転車
の安全な乗 り方と歩行者としての安全マナー

についての指導を重点的に取 り組む。
・交通安全教室
。自転車実技講習会

○校内での火災・地震発生時における危険
について理解 し、安全に避難する方法を
身に付ける。

○災害発生時における避難所の役割を理解
し、災害ボランティア活動に参加体験を

する。
・避難訓練の実施
・集団下校訓練の実施
・市役所、消防署と連携 した防災訓練
・災害時に情報に降 り回されない対応

○保健体育、理科、技術・家庭等の学習活動における事故防止

について指導する。
○部活動、生徒会活動で、自ら安全確保に努める態度を育成する。

○ 【1,2年 ,F組】体験を通して安全に関する知識を理解し、
自分自身で身を守る方法を身に付けさせる。

○ 【3年】安全に関する知識を活用し、学校生活や日常生活の

中で判断し、行動できるようにする。

○学校敷地内の危険箇所 (校舎裏・屋上
等)への立入禁上の指導を徹底させる。

○登下校の歩道、交差点等の歩き方の指
導を徹底する。

○担任と養護教諭の連携を図り、生徒の
心身の健康観察に努める。

○外部業者による消防設備点検をおこなう。
○教職員による校舎内外・遊具等の安全点検

を毎月おこなう。
○理科室の薬品点検を各学期 1回おこなう。
○教職員による校内巡回による点検をおこな

う。
○校門、昇降国の取締まりの確認をおこなう。

○教職員は危機管理マニュアルを熟知し、
管理職への迅速な報告と的確な初期対応
を行う。

○生徒が緊急時に落ち着いて行動できるよ
うに日常的な指導を徹底する。
(保健体育授業・集会等での集団指導、

毎月の避難訓練等)

○学校だより等での保護者等への啓発
活動

○警察署 :自 転車講習会、スクールサ
ポーター巡回指導、セーフティ教室
で連携

○市役所・消防署 :防災副‖練への協力

○教務部、生活指導部、安全教育推進担当、研
究部が連携して推進する。

○評価は、学校運営協議会への報告とアンケー

トを活用して行 う。

04月 :安全教育プログラム及び学校
安全計画の理解

08月 :心肺蘇生法 (人工呼吸、心臓
マッサージ、AED)講 習会



1外部講師による情報の伝わり方の解説
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「緊急地震速報を
受信しました」
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4事後指導には震災特集の新聞を活用 保護者や地域対象に実践報告会を開催

2避難所という想定の下でグルニプ討議

3特別支援学級も情報の伝わり方を学習



ゆ Φ
囀 3m購

=7月
醸12月

当てはまらない憮

未記入 |

当てはまる

だいたい当てはまる

あまり当てはまらない

20.0% 40.0%
回笞率 00%

00%
月

月

７

２

|

魃あまり当てはまらない

Φ
Φ

I F7月
1  爾12月

・―‐32 6%(7月 )

回答率

当てはまらない

未記入

60.0%
月

月

７

２
00%
00%

当oままる   くで「 三亜三)IΦ 罐2琴 励

Φ

頸 |

量        |
1      1

m  i
O,0%   20.0% 60,0%   80.0%

1 簿7月

1  鐵12月

7月 :95.9%
12月 :90. 3%

だいたい当てはまる

あまり当てはまらない

当てはまらない

一　
鰯

―

　

‐
　

　

‐

―

―

―

―

一
　

０
．

一　

４

未記入

回答率


